


　山に登ればわかるように気温は高いところほど低くなっています。こ

のような状態は地球上どこでも見られますが高さ10-15kmを超えると気

温の低下は止まり気温がほぼ一定の「成層圏」となります。地面に近い

「対流圏」の大気では雲が生まれ雨が降り、その原因となる低気圧・高

気圧が見られますが成層圏ではどのような大気現象が見られるでしょう

か。1950年代以降成層圏の気象観測が充実し次々と新しい現象が見

つかってきました。その中には赤道域の上空20-50㎞で、ほぼ一様な

東風と西風が約２年の周期で交代する不思議な現象や、真冬に北極

近くの上空で1000kmスケールの領域の気温が１週間に数十度も上昇

する「成層圏突然昇温」と名付けられた現象があります。これらのメカ

ニズムについて説明します。

東京大学理学部卒業。東京大学教授、北海道大学教授、
海洋研究開発機構地球環境フロンティア研究セン
ター長等を歴任。赤道近くの領域における大気や海
洋の現象を支配する力学理論を作って、エルニーニョ
現象などのメカニズムを解明する基礎を築き、また、
冬期の北極域で成層圏の気温が突然上昇する現象の
仕組みを解明した。その後、計算機実験による気候
や環境の大型共同研究を推進し、地球温暖化予測や
熱帯気象学の新たな展開に貢献した。
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　確率について次のような命題があります。

Ⅰ.　確率が1に近い事象は起こりやすい。０に近い事象は起こりにくい。

　多数回のくり返しについての大数法則と結びつくと、必然性が偶然を

　克服する。ニュートン物理学の世界、エントロピー増大の法則が成

　立します。

Ⅱ.　確率の小さい事象もまれに起こる。機会が多くなれば必ず起こ

　る。小さい事象が積み重なって一定の方向を生み出す。偶然と必然

　の結合、生物の定向進化、人間社会の進歩がその原則で説明され

　ます。

Ⅲ.　確率の小さい大事件が必然を切断する。生物の大絶滅、人間社

　会における自然災害、大戦争等が生み出されます。

　行動原理として、Ⅰについては「期待値原則」、Ⅱについては「保険原

則」が適用されますが、Ⅲについては適用できません。このような確率

のいろいろなあり方についてお話します。

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_PiUhd2p6Re6EhKqUIQuclQ


